
私は横浜市旭区生まれ、旭区育ちの33才です。慶應大学総合政策学部(SFC)で教育学を学び、
2013年に卒業しました。民間企業、小学校教員勤務を経て、現在は古川なおき衆議院議員秘
書として、地元旭区にて活動しております。

令和4（2022）年11⽉26⽇（⼟曜⽇）＜１＞

⾃⺠党横浜市連⼥性局次⻑
ま す な が

増永あやこ
平成生まれ33歳

⼈と⼈とが繋がる地域へ。
横浜市旭区出⾝ / 慶應義塾⼤学卒業 / リクルート出⾝
/ 元⼩学校教員 / 古川なおき衆議院議員秘書

増永さんはどんな人ですか？簡単なプロフィールを教えてください！増永あやこ

なぜ様々なキャリアを経て、政治家を目指すようになったのですか？
増永あやこ

実は政治家をずっと目指していたわけではありませんでしたが、小学校教員として子どもたち
や保護者の皆様と向き合う中で、教育行政を改善する想いが強くなりました。また私自身、家
族の介護をしながら民間企業に勤めた経験から、社会的に弱い人を地域・行政がしっかりサ
ポートする重要性を実感しており、くらしの不安に寄り添う福祉を実現したいと思っています。

増永さんが特に力を入れていきたい政策はどのようなものでしょうか？
増永あやこ

教師生活を経験した立場を活かし、公立学校における教育のあり方、そして子育て世代に対

してしっかりとサポートが行える施策提言を行っていきたいです。「誰一人取り残さない」教育
を目指して、基礎自治体として国内最多の学校数の横浜市で、まずは現場の声と保護者の声、
そして地域のリソースをしっかり把握しながら、教育改革を推進していきたいと思っています。

令和4年10⽉8⽇、⾃⺠党横浜市⽀部連合会は、総務会において、増永純⼥（ますながあやこ・新⼈・
33歳）さんを、統⼀地⽅選挙の公認候補予定者とすることを決定し、⾃⺠党横浜市連⼥性局次⻑に任命
された。また、⾃⺠党神奈川県連総務会においても公認候補予定者として決定された。本号では、増永
あやこさんへのインタビューの様⼦をお届けする。



増永あやこサポートチーム募集中︕
①ミニ集会開催の依頼 ②ボランティアのお願い ③党員の募集 ④ポスターを貼れる場所

を教えてください
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横浜市政は、第3期横浜市教育振興基本計画の内容にもある通り、小学校の学級編制標準
の段階的な引き下げ（35 人学級）や、学校における先生方の働き方改革等、より良い教育の
実現に向けた提言と政策を推進してきました。しかし、子育て・教育がしやすい街としての横
浜のイメージは全国的にまだありません。私は、平成生まれの子育て世代を代表する政治家
の一人として、子育てがしやすい街・横浜を実現します。

横浜市の子育て・教育行政はどのようなものと捉えていますか？
増永あやこ

ご友⼈を３名以上集めていただける
ようでしたら、どこへでもまいります︕
ぜひ増永純⼥を知っていただくきっか
けをつくっていただけると嬉しいです︕

地元でお⼿伝いをして
いただける⽅を募集し
ています。平⽇、休⽇
問わず募集しておりま
すので、ぜひご協⼒よ
ろしくお願いします︕

・時間︓（朝）6:00-9:00
（昼）10:00-17:00

・場所︓旭区内にて
・仕事︓ポスター貼り、ポスティング、

駅頭、事務作業 など

⾃⺠党の公認候補予定者として活動し
ていますが、党員がまだ不⾜しております。
ぜひご紹介を、よろしくお願いします︕
党員費⽤ 4000円(家族党員2000円)

旭区にポスターを貼らせていただける場
所を探しています。皆様に顔を覚えてい
ただきたいのでよろしくお願いします︕

〒241-0825 横浜市旭区中希望が丘199-1
Email︓masunaga.ayako.0720@gmail.com「あやことかたろう」 毎週⽕曜⽇15時〜16時

場所︓増永あやこ事務所 旭区中希望が丘199-1
どなたでもご参加可能です︕

あなたの声をぜひ聴かせてください︕

外国語の授業での出来事が印象的です。私は、つたないながらも授業を英語で行っていまし
た。そんなときに、クラスの男の子が私を見て「先生こわい」って言ったんです。

理由を聞いてみると、知っている身近な人が、しかも日本人が英語で話をしてくる経験がな
かったので怖さを感じたようです。そのとき、この子たちは、このままだと社会に出るまで英語
に触れる機会がないのではないか？という危機感を持ちました。
そこで、アメリカのNPO団体から外国人30名を招致し、教育委員会の方々の協力を仰ぎ、保
護者ボランティアを約100名集めて、地域の企業から協賛も集めて大規模なワークショップを
実施しました。結果、200名の子どもたちが参加することとなり、地域の子どもたちに大きな
きっかけを作ることができました。

その経験をもとに英語スピーチコンテストで優勝する学生がでたり、留学に踏み切る学生が
出たりと、本当に頑張ってよかったと、子どもたちの変化を見て思いました。

増永さんの小学校教員としてのエピソードを教えてください
増永あやこ

現在、旭区を中⼼に古川なおき衆議院議員の秘書として、様々な活動を⾏っております︕
地域の⽅々と交流を⼤事に、活動を続けていきます︕

増永あやこの活動報告


